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- 74 - 図3 安静時の
竹村俊一,他 :経頭蓋磁気刺激で誘発された第 Ⅰ指の運動の変化
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左感覚運動野などで,有意に血流量が増してい
ることを示している5)｡ 右小脳核,左視床,左
感覚運動野の血流量の増加は,小脳一視床一第
一次運動野の経路が賦活されていると考えられ
る｡Ugawaらの報告では,小脳へのTMSは,
第一次運動野のTMSによる誘発電位の振幅を
減少させることを示 している6)｡ つまり小脳一
視床一運動性皮質の経路の活動は,運動性皮質
の活動を抑制するように作用しているようであ
る｡Cathrinらの報告にあったように,再現性
の変化には運動性皮質の興奮性が高まることが
必要である｡不規則的な調子の運動によって,
栂指の誘発された方向に変化がなかったのは,
この小脳から運動性皮質-の抑制効果による可
能性が考えられる｡
今回の研究の対象は健常人であり,正常な神
経制御のもとでは,運動は不規則ではなく規則
的な一定の調子の方が,皮質の運動再現性の可
塑的変化を得られやすいことが示された｡しか
し,脳損傷患者の治療で,この方法が有効であ
るかどうかはまだ分からない｡ ただ,Nudo
ら8)やTraversaら9)の研究では,人工梗塞を生
じさせたリスザルや脳卒中患者において,随意
的な活動や治療を受けることにより,運動の再
現地図に変化が生じ,これと相関して機能的な
改善が認められたと報告している｡脳に損傷を
持っ実験動物やヒトでも十分な運動性皮質の回
復能力を持っていることは明確であり,これら
の症例に対しても,規則的な調子の運動により
目的的な運動の再現性を生じさせることができ
ると考えられる｡
栂指の運動では,運動の調子の変化が再現性
の変化に大きく影響 した｡では他の関節運動で
はどうであろうか｡栂指などの上肢末梢部の運
動は皮質脊髄路が強く支配しているが,扇,肩
甲骨などの上肢近位部,体幹,股,膝,足関節
などの運動では,網様体脊髄路,前庭脊髄路の
影響が大きくなり,姿勢の保持 ･変換や歩行へ
の活動に作用している｡ただこれらの部位の動
きも,認識して活動する場面は非常に多く,皮
質脊髄路の作用は十分にある｡上肢末梢部はビ
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の効果はないが,治療として同じようにすれば
栂指と同様に,運動の方向性を変化させられる
のではないかと考える｡
運動には,調子だけでなく,速度,出力,範
囲など多くの要素がある｡ セラピストは治療に
おいて,経験的なところから,さまざまな要素
を持っ運動を患者に要求する｡しかし運動の要
素は,効果を高めることもでき,また逆に効果
を示さないことも十分にある｡ 今後,一つの治
療がより効果的になるように検討することは重
要な課題である｡
ま と め
運動の調子を規則的にするか不規則的にする
かによって,運動野再現性の変化にどのような
影響が生じるかを,経頭蓋磁気刺激 (TMS)
による栂指の誘発運動で調べた｡
(1)規則的な栂指の反復運動後,TMSによ
る栂指の誘発運動は,反復運動で繰り返し
行った運動方向が一過性ではあるが有意に
変化した｡
(2) 不規則な栂指の反復運動後,TMSによ
る栂指の誘発運動は,反復運動前の運動方
向と変化はなかった｡
(3) セラピストが神経系に障害を持つ患者に
対する治療において,新しい方向への運動
を学習させるには運動の調子を規則的にす
る方が有効であることが示唆された｡
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